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同封の振替用紙は、ご寄付用です。よろしくお願い致します。 
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１．田中元原子力規制委員長が放射線基準は「妨げ」と発言   2~3 頁 

２．放射線審議会が「放射線基準１ｍSv/年」の緩和方針     3~5 頁 

  字数は問いません。7，8 ページご意見欄にお書きの上、同封の返信用

封筒か、あるいはメールでmasa03to@gmail.com へお送りください。 

ご意見は「LETTER」やホームページ等で公表することがあります。 

３．堀場 清子の詩 「風評被害と言うな」          6~8 頁 

公衆の放射線基準１ｍSv/年 

を守りましょう 
 

皆さんのご意見を基に署名運動ができたら、と思います。 

出来れば、７，8 頁ご意見、署名欄にサイン、コメントを下さい。 

また、可能なら、その「呼びかけ人」になってほしいと思います。 

署名は「放射線審議会」や「内閣」へ届けようと思います。 

   別紙の「ご意見、署名欄」を返信用封筒かメールで

masa03to@gmail.com へお送りください。 
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◆南日本政経懇話会 3月 23，24 日鹿児島会場 田中俊一前原子力規制委員長の講演要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆前規制委員長の田中俊一氏は 2022 年 3 月 23，24 日、放射線審議会の審議に合わ

せたかのように、「国が定めた放射線の防護基準が復興の大きな妨げになっている」

「風評被害も深刻」「放射性セシウムの食品流通基準値は 1 ㌔㌘当たり 100 ﾍﾞｸﾚﾙ。

異常に厳しい」「放射性物質トリチウムを含む処理水の海洋放出も避けて通れず」な

どと、自らの立場であった「規制委員長」とはかけ離れて、規制を取り払えと言わん

ばかりの発言をしています。 

◆ICRP（国際放射線防止委員会）の 2020 年末の「勧告」を受け、日本の放射線審

議会は、国内法令への取入れ作業を翌 2021 年 2 月本格的に開始しました。ICRP

は 1919 年 6 月に「福島原発事故の教訓」として「Publication 146」案を発表。パ

ブリックコメントを、10 月 25 日まで行いました。 

東京電力福島第一原発事故から 11 年たってわかったことは、国が定めた放射線の防護基準が復興の

大きな妨げになっているということだ。非科学的で、合理性がなく、復興が進まない。 

 放射線被ばくをすると健康や農水産物に影響が出るという不安も住民に広がった。心の隅に残り、な

かなか克服できていない。風評被害も深刻だ。 

 国連の科学委員会が 2020 年にまとめた報告によると住民のいずれの年齢層でも甲状腺疾患は見られ

そうにない。検査で子どもたちに疾患が見つかっているが、放射線被ばくによるものではない。原発の

作業者も白血球やがんの心配はない。 

 日本の放射性セシウムの食品流通基準値は１㌔㌘当たり 100 ﾍﾞｸﾚﾙ。国際的な基準の 10 分の 1 と異

常に厳しい。時の厚生労働大臣が食品安全委員会に諮問したためだ。政治家に言わせると住民が犠牲に

なる。 

 福島の事故では住民約 15 万人が避難を余儀なくされた。避難基準は年間の被曝線量が 20 ㍉シーベ

ルトを超える地域。しかし、10年以上たって、基準をはるかに下回っても避難が解除されない。当時の

政府が「除染をしなければ避難を解除しない」「自治体の合意がなければ避難を解除しない」と約束し

たためだ。 

 福島では膨大な除染が行われ、1400 万立方㍍の汚染土が発生した。この土壌を 30 年以内に県外に運

び出して処分する方針を当時の政府は決めたが、県内で処分できないものを県外で引き受けられるわけ

がない。唯一の解決策は県内で安全に処分することだ。 

 私は飯舘村の長泥地区で汚染土の再利用に向け、住民と農作物栽培の実証実験をしている。収穫され

た作物の放射能濃度は基準を下回り、科学的には安全だ。 

 福島第一原発の廃炉は、溶け落ちた核燃料（デブリ）の取り出しなど先行きが見えない。放射性物質

トリチウムを含む処理水の海洋放出も避けて通れず、住民の理解が得られなければ進まない。国や東電

は住民と真摯に向き合い、今後 40 年間で廃炉を完了するのは困難であることを明確にすべきだ。復興

に必要なのは科学的知見に基づき、現実を直視した合理的な判断と対応だ。（南日本新聞 3 月 30日付か 

 ら）

ら） 
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日本からは 200 以上のコメントが寄せられ、全コメントは 308 通。圧倒的多数

が、反対、異論、修正意見でした。（写真上） 

ICRP は 2020 年 12 月 11 日、正式にHP で上記「Publication 146」を発表しま

した。これは「勧告」とは銘打っていませんが、日本政府は「勧告」と受け取って

います。福島の教訓として、被曝のステージ、放射線基準にかかわり、前回「2007

年勧告」の変更を求めるもの。中心は、公衆被曝基準の年１ｍSvを→年 1～20ｍ

Svの間へ変更緩和するものでした。 

 日本の放射線審

議会は、2021 年 2

月 26 日の審議会

152 総会から法令

へ導入の本格的審

議を始めました。 

写真は、左上から

下へ、放射線審議

会 152 総会（令和

3 年 2 月 26 日＝

1921 年）、同 153

総会（令和 3 年 6

月 23 日）、154 総

会（令和 3 年 10

月 29 日=1921

年）。右上は、放

射線審議会第 154

総会の文書。右下

は、同 155 総会（令和 4 年 2 月 18 日=2022 年）の文書。 
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2022 年 2 月 18 日の 155 総会では「見え消し版」（下写真・審議状況をまとめる

のに修正の経過が分かる文書）を公表。一般公衆の被曝基準限度の年１ｍSv を年 1

～20mSv の間に変更緩和しようとするものでした。 

 この問題では、欧州の ECRR（欧州放射線リスク委員会）は 2010 年勧告で、放

射線基準の年 0.1mSv 以下を提言しており、賛成する内外の専門家も多くいます。 

ICRPのパブコメにも非常に多くの異論・反対が寄せられました。私たちは、年１ｍSv

を緩和することに反対し、少なくとも現状を変えないことを提案します。 
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風評被害」と言うな 

堀場 清子 

 

 

いったい どういう意味なんだ？ 

被害もないのに あるふりするのか 

被害を与えて 誤魔化すのか 

岩波書店の『広辞苑』には 

風評＝世間の評判 うわさ とりざた 

風評被害＝風評によって 

売り上げ減などの被害を受けること 

（被害はやっぱり 風評のせいなんだ） 

２０２１年初夏のころ 

福島第一原発の汚染水に関する新聞記事に 

「風評被害」の語が頻々羅列し 呆れ果てた 

10月９日『朝日新聞』は1面トップに 

「強権批判２記者に平和賞」と大きく掲げた 

２０２１年のノーベル平和賞が 

フィリピンとロシアの二人の記者に授与されると 

その下段の「天声人語」は             

米紙ワシントンポストを率いた 

キャサリン・グラハム女史の発言を引く 

「政府を批判しない新聞は存在する意味がない」 

そして続ける「各国の報道の自由度を比較している国際N 

GOによれば、日本は近年どんどん順位を下げて67位に。 
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主要7カ国(G7)では最下位である」 

 

10月22日の社説も 福島の汚染水を海に流せば 

「新たな風評被害の心配は残る」と記した 

福島と「風評被害」 特に汚染水と「風評被害」は 

切っても切れぬ因緑に絡まる 

なぜ切れないか？ 

自民党強権政権が《無害》と断定するせいだ 

報道の自由度世界67位と貶められる 

哀れな日本の新聞もテレビも 

《有害》と報じれば 息の根止められると怖れ慄き 

「風評被害」の乱発で 鼻息を窺っている 

御用学者の太鼓判など取るに足るまい 

放射性物質トリチウムは水と分離できないから     

全世界の原発が排水と共に垂れ流し 

周辺では癌患者が多発している 

放出の排管を１キロばかり延ばしたとて 

トリチウムはその先でどう振る舞うか 

最近 太平洋を舞台にした軽石の 自由自在な舞姿に 

誰しも驚いたろう 

波の動きは それほど複雑なのだ 

トリチウムは濃縮するか 

気化して陸地に吹きつけるか 

雨となって山川草木 人にも獣にも鳥にも虫にも 

じっとりと泌みとおる怖れさえあるだろう 

１ミリグラムで致死量となり 

２キログラムで２００万人の殺傷能力がある 
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そのトリチウム水約１３０万トンを 

30年かけて放出する閣議決定に 震えが来ないか 

命の母なる大海原を 

そこまで汚染し しかも無感覚でいられるのか 

内部被曝の権威・琉球大学名誉教授の矢ヶ﨑克馬氏は 

事故直後の福島へ夫人共々駆け付けた 

各地の正確な被曝線量を計測し 

土地の人々が 被曝を避けるための 講演もした 

十匹余りの魚の写真が 私にまで送られて来た 

背骨が幾重にも捻じ曲がった異様な魚たち 

そんな写真を 新聞でもテレビでも 見た経験がない 

大規模な背景が支える新聞・テレビの現地取材は 

どこまで行き届いているのだろうか 

１ヵ月後 広烏での胎内被爆者だった矢ヶ﨑夫人が急死さ 

れる 悲嘆の限り…… さらにその一年後には矢ヶ﨑氏自 

身が硬膜下血腫となり 手術を受けられた夫妻の不幸は 

福島での被曝と関わるに違いない 

「風評被害」の常用者らは 

こんな悲劇を どう表現するだろう 

報道機関と任ずる以上 新聞各社・テレビ各局は 

徹底した現地取材と科学的調査の限りを尽くし 

真実を究明するのが使命ではないか 

その確信に立って 読者にも 視聴者にも 

真実を告げよ  

 

 

             （戦争と平和を考える詩の会 「いのちの籠」第 50 号から） 


